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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの発光装置と、
　前記少なくとも１つの発光装置を所望の位置に懸架している懸架構造と、
を有する照明装置であって、前記照明装置は、駆動周波数において圧力波を生成するトラ
ンスデューサを有し、前記懸架構造は、流れガイド構造として利用されており、前記トラ
ンスデューサから前記圧力波を受け取る第１端部と脈動正味出力流を前記少なくとも１つ
の発光装置に向かって生成する第２端部とを有しており、これにより前記少なくとも１つ
の発光装置を冷却していることを特徴とする、照明装置。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの発光装置は、高い熱流束密度に関連付けられており、従って、冷
却を必要としている、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記懸架構造は、前記照明装置を支持している支持端部から、前記少なくとも１つの発
光装置を所望の位置に懸架している懸架端部まで延在している、請求項１又は２に記載の
照明装置。
【請求項４】
　前記支持端部が固定表面に配されている、請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記懸架構造は、互いに対する所望の位置において複数の発光装置を懸架している、請



(2) JP 5285697 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

求項１乃至４の何れか一項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記懸架構造は、平面の拡張部を有している、請求項１乃至５の何れか一項に記載の照
明装置。
【請求項７】
　前記圧力波の波長をλとして、前記流れガイド構造はλ／１０よりも大きい長さを有し
ている、請求項１乃至６の何れか一項に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脈動流体冷却、即ちトランスデューサが、冷却されるべきオブジェクトに向
かって指向されることができる脈動流体ストリームを作る振動を誘発する冷却に関する。
更に詳細には、本発明は、照明装置のための脈動流体冷却に関する。
【背景技術】
【０００２】
　冷却の関する必要性は、例えば、従来の装置よりも更に小型である及び／又はより高い
出力である新しく開発された電子装置から生じているより高い熱流束密度のため、様々な
アプリケーションにおいて増大している。このような改良された装置の例は、例えば、発
光ダイオードのような、より高い出力の半導体光源、及びフラットテレビ及び照明器具の
ような、大面積装置を含む。
【０００３】
　ファンによる冷却に代わるものとして、国際特許出願公開第２００５／００８３４８号
は、冷却目的の合成ジェットアクチュエータ及びチューブを開示している。前記チューブ
は、共振キャビティに接続されており、脈動ジェットストリームが、前記チューブの末端
において作られ、対象を冷却するのに使用されることができる。前記キャビティ及び前記
チューブは、ヘルムホルツ共振器、即ち前記キャビティ内の空気はばねとして振る舞う一
方で、前記チューブ内の空気は質量として振る舞う二次システム（a second order syste
m）を形成する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この種のシステムの不利な点は、多くのアプリケーションの場合、前記共振キャビティ
及び前記チューブが、効率的な冷却及び合理的なノイズレベルに関して合理的なパフォー
マンスを達成するために、かなりの空間を必要とする傾向にあることである。
【０００５】
　従来技術の上述及び他の不利な点を考慮して、本発明の一般的な目的は、照明装置のた
めの改良された冷却を提供すると共に、小型及び低い可聴性を維持することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明によれば、これらの及び他の目的は、
  少なくとも１つの発光装置と、
  前記少なくとも１つの発光装置を所望の位置に懸架する懸架構造と
を有する照明装置であって、前記照明装置は、駆動周波数において圧力波を生成するのに
適しているトランスデューサを有しており、前記懸架構造は、流れガイド構造として利用
されており、前記トランスデューサからの前記圧力波を受け取る第１の端部と前記少なく
とも１つの発光装置に向かって脈動正味出力流を生成する第２端部とを有しており、これ
により前記少なくとも１つの発光装置を冷却している、照明装置により達成される。
【０００７】
　前記懸架構造自体を流れガイド構造として利用することにより、冷却は、費用効率的な
仕方において、前記装置内に組み込まれることができる。更に、前記流れガイド構造を収
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容するための如何なる付加的な空間も、必要とされない。このことは、前記照明装置の効
率的な冷却を可能にすると共に、低い可聴性を保持し、より大きい照明装置を必要としな
い。
【０００８】
　街灯のような、大きい懸架構造の場合、当該構造（即ちポール）の全長が利用されるこ
とができ、高いＱ（前記流れガイド構造の質因子）を与え、前記発光装置の強力な合成ジ
ェット冷却を与え、この結果、より高い光出力が、この冷却なしに得られることができる
。
【０００９】
　本発明は、前記流れガイド構造の形状に関して許容される柔軟性により、如何なる別個
の構造もこの目的のために必要とされないことの認識に基づくものである。その代わり、
前記照明装置の既存の懸架構造は、流れガイド構造として適応化され利用されることがで
き、これにより費用効率的な及び小型の設計を可能にする。
【００１０】
　未発行の欧州特許出願第０６１１１４３４．４号［ＰＨ００４４９５　ＥＰ１］におい
ては、圧力波を生成するトランスデューサからと、流れガイド構造として機能するチュー
ブとを有する冷却装置を開示している。このことは、本発明による照明装置内に組み込ま
れることができる冷却装置の例である。
【００１１】
　前記発光装置は、高い熱流束密度に関連しており、従って冷却を必要とし得る。このこ
とは、例えば、従来の装置よりも小型の及び／又は高い出力を有している新しく開発され
た電子装置のための場合であり得る。このような装置の例は、発光ダイオードのような、
より高い出力の半導体光源である。
【００１２】
　この懸架構造は、（前記照明装置を支持している）支持端部から（前記発光装置を所望
の位置に懸架している）懸架端部まで延在し得る。
【００１３】
　前記支持端部は、固定表面に配されていても良い。前記アプリケーションに依存して、
前記固定表面は、例えば、アース、床、壁、テーブル又は天井であり得る。
【００１４】
　前記懸架構造は、互いに対して所望の位置で複数の発光装置を懸架するように配される
ことができる。
【００１５】
　前記懸架構造は、平面の拡張部を有していても良い。
【００１６】
　実施例によれば、前記流れガイド構造の長さは、λ／１０よりも大きいものであること
ができ、λは、圧力波の波長であり、所望のシステム共鳴を得るために十分に長いもので
あることがわかっている・ここで、前記流れガイド構造は、伝送ラインとして振る舞い、
脈動流に対する速度ゲインを利用する。更により良好な効果は、λ／８よりも大きい長さ
を有する流れガイド構造に関して発見されており、更により良好な効果は、λ／５よりも
大きい長さを有する流れガイド構造に関して発見されている。
【００１７】
　他の目的、フィーチャ及び有利な点は、以下の詳細な開示、添付請求項及び添付図面か
ら明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】街灯において実施化されている本発明の実施例を図示している。
【図２】コイル形の流れガイド構造を有する本発明の更なる実施例を示している街灯の断
面である。
【図３】ラビリンスとして成形されている流れガイド構造を有する本発明の更なる実施例
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を図示している街灯の断面である。
【図４】延性懸架構造を有するデスクランプにおける本発明の更なる実施例を図示してい
る。
【図５】Ｙ形の懸架構造を有するハイウェイ照明のための本発明の更なる実施例を図示し
ている。
【図６】複数の発光装置が互いに対する所望の位置に懸架されている本発明の更に他の実
施例を示している天井ランプの断面である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の上述の及び付加的な目的、特徴及び有利な点は、添付図面を参照して、本発明
の好ましい実施例に関する以下の限定的ではないが説明のための詳細な記載によって、よ
り良好に理解されるであろう。前記添付図面において、同一の符号は、同様の要素に関し
て使用されている。
【００２０】
　図１に図示されている照明装置１は、街灯１である。懸架構造２は、街灯１が前記アー
スに固定されている支持端部３から、複数の発光装置５（ここでは、発光ダイオード（Ｌ
ＥＤ）５）が懸架されている懸架端部４まで延在している。この懸架構造２は、ＬＥＤ５
を所望の位置に位置決めするように、曲げられた形状を有している。トランスデューサ６
（例えば、電気力学的なスピーカ）は、支持端部３の近くで懸架構造２内に配されている
。懸架構造２の空洞部分は、トランスデューサ６とＬＥＤ５との間の流れガイド構造７を
形成している。流れガイド構造７は、長方形の断面を有していても良いが、適切なものと
して何らかの他の断面を有していても良い。れガイド構造７は、より高い質因子Ｑをもた
らすために滑らかな壁を有していても良い。
【００２１】
　キャビティボリュームは、トランスデューサ６と流れガイド構造７との間に設けられる
ことができる。このキャビティボリュームは、必要とされているのではないが、トランス
デューサ６及び流れガイド構造７の異なる直径を補償するのに有利なものであり得る。図
１に示されているように、キャビティボリュームＶ０が、トランスデューサ６の後ろに設
けられることもできる。トランスデューサ６の方向は、重要ではなく、逆転されることも
できる。
【００２２】
　動作中、トランスデューサ６は、脈動流体ストリーム８を作る振動を誘発する。流れガ
イド構造７は、脈動流体ストリーム８の速度ゲインを増進し、ＬＥＤ５の更に効率的な冷
却を可能にする。速度ゲインは、ｓｉｎ（２πＬ／λ）＋ｃｏｓ（２πＬ／λ）に反比例
し、ここで、λは圧力波の波長であり、Ｌは前記流れガイド構造の長さである。特に、流
れガイド構造７の長さが（２ｎ＋１）λ／４に等しい場合、定常波が流れガイド構造７内
に作られ、特に有利な速度ゲインをもたらす。
【００２３】
　好ましい実施例において、最も低い共振周波数が、動作周波数として使用される。しか
しながら、この周波数があまりに低い場合、流れガイド構造７は非常に長いので、より高
い周波数が前記動作周波数として選択されることもできる。
【００２４】
　図示されている配置において支持構造２は、如何なる鋭い方向転換も有することなく流
れガイド構造７を使用可能にし、これにより、特に大きい周波数の選択的な増幅又は、即
ち高い音質因子（Ｑ）が得られる。
【００２５】
　しかしながら、図２乃至３に例示されているように、流れガイド構造７は、例えば、実
質的にコイル成形されているものでも良く、又は直線状のチューブよりも小型である何ら
かの他の配置（例えば、ラビリンス）を有していても良く、これにより更なる省スペース
を可能にする。流れガイド構造７の形状の修正は、トランスデューサ６が代替的な位置さ
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れている流れガイド構造７は、トランスデューサ６が支持端部３の近くよりもむしろ懸架
端部４の近くに位置されることを可能にすることができる。
【００２６】
　トランスデューサ６を端部の近くに位置させることは、前記端部が支持端部３又は懸架
端部２であるかどうかに拘わらず、例えば、トランスデューサ６の置換のような、簡単な
保守を可能にする。代替的な実施例において、トランスデューサ６は、トランスデューサ
６と流れガイド構造７との間の音響結合によって、懸架構造２の外側に配されることがで
きる。
【００２７】
　当業者であれば、本発明は、決してこれらの好ましい実施例に限定されるものではない
と理解するであろう。例えば、懸架構造２は、アプリケーションに依存して、形状及び寸
法において変化し得る。懸架構造２は、直線状のものである、曲げられているものである
、又は、図１乃至６において、例示されているように何らかの湾曲を有するものでありえ
る。懸架構造２は、典型的には堅いものであるが、ユーザが、光を図４に図示されている
ように所望の方向に指向するために（流れガイド構造７としても利用される）前記懸架構
造を曲げることができるデスクランプのように、延性を有するものであっても良い。更に
、図５に図示されているハイウェイ照明であって、両方向に通っている道路を照明するた
めの２つの懸架端部４においてＬＥＤ５が懸架されている、Ｙ字形の懸架構造２を有する
ハイウェイ照明により例示されているように、懸架構造２は、分岐していても良い。この
例において、流れガイド構造７は、更に分岐しており、両方の場所におけるＬＥＤ５の冷
却を可能にしている。前記懸架構造は、必ずしも、ＬＥＤを固定表面に対して懸架するよ
うに配されるものではない。図６の天井ランプによって示されているように、懸架構造２
は、互いに対して所望の位置において複数のＬＥＤ５を懸架するように配されていても同
様に良い。ここで、懸架構造２は、各ＬＥＤの冷却を可能にする流れガイド構造７として
利用されている。前記ＬＥＤは、流れガイド構造７内又は流れガイド構造７の外側に配さ
れることもできる。前記ＬＥＤが流れガイド構造７の外側に位置されている場合、各ＬＥ
Ｄの場所のために、流れガイド構造７は、開口を有していても良く、又は分岐していても
良い。
【００２８】
　本発明は、主に２、３の実施例に関して上述された。しかしながら、当業者によって、
直ちに認められるように、上述のもの以外の実施例も、添付請求項により規定されている
本発明の範囲内で同様に可能である。
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